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町
の
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ー
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ク
タ
ー

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑緑    　

丸

　

丸

広報せいろう広報せいろう
20102010

●人口 14,065人（前月比＋ 5 人） 男 7,032人（± ０ 人）
　 ●世帯数 4,135世帯（前月比＋８世帯）
　　　 　　　　（前年比＋39人） 女 7,033人（＋ ５ 人）

上越忠義隊けんけんず上越忠義隊けんけんず
兼継くん兼継くん と と 謙信くん 謙信くん

町のイメージキャラクター町のイメージキャラクター

緑　丸緑　丸
新潟県宣伝課長新潟県宣伝課長

トッキッキトッキッキ

　９月25日㈯、26日㈰に、新潟市中央区の朱鷺メッセで
行われた新潟県人会大交流祭に、町のイメージキャラク
ター緑丸が登場しました。会期中の来場者は約４万４千
人で、緑丸は他のキャラクターと一緒にお出迎えをした
り、ゆるキャラ撮影会に出演したりと町のＰＲに大忙し
で飛び回っていました。

ミニ萬
代橋で

ポーズ

ミニ萬
代橋で

ポーズ

エレベーターに乗る緑丸エレベーターに乗る緑丸

胎内検定公式キャラクター・やらにゃんと一緒にパチリ

胎内検定公式キャラクター・やらにゃんと一緒にパチリ

鳥と猫だけど、
鳥と猫だけど、　　　仲良くしようね！
　　　仲良くしようね！
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【
第
二
部
】

【
第
二
部
】

総
合
防
災
訓
練

災
害
被
害
を
調
査

　

総
合
防
災
訓
練
で
は
、

ま
ず
被
害
状
況
や
逃
げ
遅

れ
た
人
が
い
な
い
か
な
ど

の
調
査
が
町
消
防
団
と
自

衛
隊
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
自
衛
隊
は
、
機
動

力
を
発
揮
す
る
バ
イ
ク
隊

地
域
防
災
力
と
総
合
防
災
力
を
強
化

聖
籠
町
防
災
訓
練
を
実
施

聖
籠
町
防
災
訓
練
を
実
施

　

10
月
３
日
（
日
）
、
聖

籠
町
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
一
部
と

し
て
例
年
実
施
し
て
い

る
『
ま
ち
な
か
防
災
訓

練
』
、
第
二
部
と
し
て

『
総
合
防
災
訓
練
』
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
９
時
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
町
内

全
集
落
で
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
災
害
発
生
直
後

に
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

し
、
家
族
等
の
安
否
を
確

認
す
る
と
と
も
に
情
報
収

集
、
そ
し
て
隣
近
所
の
安

否
確
認
、
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
方
々

の
救
出
・
搬
送
な
ど
、
地

域
の
人
た
ち
が
助
け
合
い

な
が
ら
の
避
難
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
集
落
で

火
災
発
生
直
後
の
初
期
消

火
と
し
て
、
日
常
に
お
い

て
使
う
こ
と
の
無
い
消
火

器
、
消
火
栓
な
ど
を
使
っ

た
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
時
30
分
か
ら
の
総
合

防
災
訓
練
で
は
、
集
落

で
の
訓
練
に
連
動
す
る
形

で
、
災
害
発
生
か
ら
数
十

分
、
数
時
間
経
過
後
を
想

定
し
て
、
防
災
機
関
等
が

災
害
現
場
に
到
着
し
て
か

ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
避

難
者
救
出
や
、
自
衛
隊
、

新
発
田
消
防
本
部
、
新
発

田
病
院
の
連
携
に
よ
る
負

傷
者
救
出
・
応
急
手
当
訓

練
、
消
防
団
に
よ
る
消
火

訓
練
、
赤
十
字
奉
仕
団
に

よ
る
炊
き
出
し
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
防
災

関
係
機
関
が
真
剣
に
訓
練

に
取
り
組
む
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

【
第
一
部
】

【
第
一
部
】

ま
ち
な
か
防
災
訓
練

逃
げ
遅
れ
者
は
い
な
い
？

 

地
域
住
民
の
安
否
を
確
認

　

住
民
が
助
け
合
い
な
が

ら
、
み
ん
な
で
避
難
で
き

る
よ
う
安
否
確
認
訓
練
が

36
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る

と
、
倒
れ
た
家
具
の
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
怪
我
を

し
た
り
で
動
け
な
い
状
態

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
よ
り
多
く
の
尊
い

命
を
救
う
た
め
に
は
、
隣

近
所
の
人
の
安
否
を
確
認

す
る
体
制
づ
く
り
が
重
要

で
す
。

　

当
日
は
、
隣
近
所
の
家

に
逃
げ
遅
れ
者
が
い
な
い

か
、
各
戸
に
声
を
掛
け
な

が
ら
の
安
否
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
安
否

確
認
の
際
に
発
見
し
た
負

傷
者
を
搬
送
す
る
訓
練
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

要
援
護
者
を
救
え

リ
ヤ
カ
ー
な
ど
で
搬
送

　

自
力
で
避
難
で
き
な
い

寝
た
き
り
の
方
や
、
障
害

を
持
っ
た
方
々
な
ど
を
地

域
住
民
が
協
力
し
て
避
難

さ
せ
る
訓
練
が
13
集
落
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
要
援
護

者
担
当
者
が
要
援
護
者
宅

へ
急
行
し
、
担
架
、
リ
ヤ

カ
ー
、
車
椅
子
な
ど
を
用

い
た
救
出
、
搬
送
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
「
集
落
内
で
要

援
護
者
が
ど
こ
に
い
る
の

か
、
可
能
な
範
囲
で
確
認

し
た
方
が
い
い
」
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

消
防
が
来
る
ま
で
に

 

初
期
消
火

　

災
害
に
よ
る
火
災
発
生

を
想
定
し
、
住
民
の
協

力
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

が
27
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
消

防
機
関
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
る
た

め
、
地
域
住
民
に
よ
る
初

期
消
火
が
重
要
で
す
。

　

当
日
は
消
防
署
員
、
消

防
団
員
の
指
導
の
も
と
、

消
火
器
に
よ
る
消
火
、
消

火
栓
を
使
っ
た
放
水
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

屋
上
避
難
者
を
は
し
ご
車
で
救
出

 隣近所に声をかけながら安否確認 隣近所に声をかけながら安否確認

 地元消防団も協力して担架による搬送訓練 地元消防団も協力して担架による搬送訓練

 車いすを用いた搬送訓練 車いすを用いた搬送訓練

消防団員による実践放水演技消防団員による実践放水演技
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よ
る
消
火
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

 

迅
速
に
復
旧

　

地
震
に
よ
り
、
各
所
で

電
話
、
電
気
、
ガ
ス
、
水

道
施
設
が
破
損
し
た
と
い

う
想
定
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
、
東
北
電
力
、
新
発
田

ガ
ス
、
町
上
下
水
道
課
、

町
管
工
事
業
組
合
に
よ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

が
出
動
し
、
逃
げ
遅
れ
者

の
確
認
・
通
報
を
行
い
ま

し
た
。

倒
壊
建
物
か
ら

 

負
傷
者
救
出

　

倒
壊
し
た
建
物
内
に
人

が
い
る
と
の
想
定
で
、
自

衛
隊
、
新
発
田
消
防
署
救

助
隊
、
県
立
新
発
田
病
院

の
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
連
携
に
よ
る

救
出
、
応
急
手
当
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
衛

隊
が
現
場
に
到
着
し
、
救

助
資
機
材
を
使
っ
て
救
出

活
動
を
行
い
、
続
い
て
到

着
し
た
救
助
隊
と
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
と
協
力
し
、
救
出
か
ら

応
急
手
当
、
搬
送
を
行
い

ま
し
た
。
救
護
所
で
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
負
傷
者
の
ケ

ガ
の
程
度
に
よ
り
搬
送
順

位
を
振
り
分
け
る
『
ト
リ

ア
ー
ジ
』
を
実
施
し
、
重

症
患
者
が
救
急
車
に
よ
り

搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

屋
上
避
難
者
を
救
出

　

建
物
火
災
が
発
生
し
、

屋
上
に
人
が
い
る
と
の
想

定
で
、
新
発
田
消
防
署
救

助
隊
に
よ
る
避
難
者
救
出

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
報
に
よ
り
救
助
隊
が

現
場
に
急
行
し
、
は
し
ご

車
で
逃
げ
遅
れ
者
２
名
を

救
出
し
ま
し
た
。

多
重
交
通
事
故
で

 

負
傷
者
救
出

　

多
重
交
通
事
故
が
発
生

し
、
負
傷
者
が
車
内
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の

想
定
で
、
新
発
田
警
察

署
、
新
潟
北
警
察
署
、
新

発
田
消
防
署
救
助
隊
に
よ

る
多
重
交
通
事
故
救
助
・

安
全
管
理
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　

　

安
全
広
報
中
の
警
察
署

員
が
事
故
車
両
内
の
負
傷

者
を
発
見
し
、
１
１
９

番
通
報
と
二
次
災
害
防
止

の
た
め
の
交
通
誘
導
を
実

施
。
救
助
隊
が
救
助
資
機

材
を
使
い
、
車
内
か
ら
負

傷
者
２
名
を
救
出
・
搬
送

し
ま
し
た
。
ま
た
、
救
出

後
に
車
両
火
災
が
発
生
し

た
た
め
、
少
量
の
水
で
消

火
で
き
る
イ
ン
パ
ル
ス
銃

に
よ
り
、
一
瞬
で
車
両
火

災
を
鎮
火
さ
せ
ま
し
た
。

炎
上
家
屋
を

 

消
火
・
延
焼
阻
止

　

地
震
で
住
宅
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

聖
籠
町
消
防
団
機
動
隊
に

よ
る
消
火
・
延
焼
阻
止
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
報
を
受
け
た
消
防
団

が
消
防
車
２
台
、
積
載
車

４
台
で
現
場
に
急
行
。
燃

え
盛
る
住
宅
か
ら
隣
接
住

宅
へ
の
延
焼
阻
止
の
水
幕

を
張
り
な
が
ら
、
放
水
に

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
電
話
通
信

ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
た

た
め
、
避
難
所
に
無
料
特

設
公
衆
電
話
を
設
置
。
東

北
電
力
は
、
配
電
設
備
が

損
傷
し
た
た
め
、
低
圧
用

応
急
電
源
車
に
よ
り
、
避

難
所
の
電
源
を
確
保
。
新

発
田
ガ
ス
は
、
ガ
ス
本
管

が
折
損
し
た
た
め
遮
断
バ

ル
ブ
を
閉
止
し
、
折
損
し

た
部
分
に
仮
設
配
管
を
設

置
。
上
下
水
道
課
と
管
工

事
業
組
合
は
、
水
道
管
が

損
傷
し
給
水
不
能
と
な
っ

た
た
め
、
損
傷
個
所
の
漏

水
修
理
を
行
い
、
生
活
に

必
要
な
給
水
を
確
保
し
ま

し
た
。

協
定
企
業
か
ら

 

物
資
受
入
れ

　

町
で
は
、
応
急
対
策
の

万
全
を
期
す
る
た
め
、
県

内
外
の
市
町
村
は
も
と
よ

り
、
数
十
社
の
民
間
企
業

と
災
害
時
に
お
け
る
物
資

協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

　

訓
練
で
は
、
町
内
に
立

地
す
る
三
国
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
か
ら
飲
料

水
、
佐
藤
食
品
工
業
か
ら

ご
飯
、
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ン
ト
４
か
ら
懐

中
電
灯
と
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
が
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

手
際
よ
く
炊
き
出
し

　

避
難
者
に
食
糧
を
提
供

す
る
た
め
、
町
赤
十
字
奉

仕
団
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
２
０
０

食
分
の
炊
き
出
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ

ん
は
、
中
越
沖
地
震
の
際

に
も
現
地
に
入
り
、
炊
き

出
し
に
よ
る
食
糧
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

19
集
落
が
自
主
防
設
置

早
期
に
全
集
落
設
置
を

　

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
が
定

着
し
、
地
域
の
中
で
、
防
災

に
関
す
る
話
し
合
い
や
、
防

災
の
取
り
組
み
な
ど
で
集
ま

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
19
年
か
ら

区
長
会
議
、
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、
全

集
落
に
自
主
防
災
組
織
が
設

置
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
19
集
落
が
自
主
防

災
組
織
を
設
置
し
、
平
常
時

の
訓
練
方
法
や
災
害
発
生
時

の
避
難
方
法
、
役
割
分
担
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
大
規
模
災
害
に
備
え
、

地
域
が
助
け
合
い
な
が
ら
災

害
に
対
処
で
き
る
体
制
を
一

日
も
早
く
構
築
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
全
集
落
で
自
主
防
災

組
織
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
、

集
落
区
長
さ
ん
を
中
心
に
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

一刻を争う負傷者救出一刻を争う負傷者救出

救護所でトリアージ救護所でトリアージ

事故車両から負傷者救出事故車両から負傷者救出

住宅火災への消火活動住宅火災への消火活動

ガス設備復旧ガス設備復旧

災対本部の要請で物資搬入災対本部の要請で物資搬入

炊き出しを終え配給作業炊き出しを終え配給作業
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訓
練
が
定
着
化

地
域
共
助
が
徐
々
に
浸
透

　

４
年
目
と
な
る
今
回
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に
は
、

全
集
落
合
わ
せ
て
１
，
７
４
４
名
（
屋
外
訓
練
参
加
者

数
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ら
び
に
意
見
等
で
は
、
ま
ち
な

か
防
災
訓
練
に
「
よ
か
っ
た
（
有
意
義
だ
っ
た
）
」
が

昨
年
の
各
訓
練
平
均
値
75
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
３
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
78
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
隣
近
所
の
住

民
の
安
否
を
確
認
し
な

が
ら
避
難
す
る
安
否
確

認
訓
練
は
「
よ
か
っ
た

（
有
意
義
だ
っ
た
）
」

が
前
年
か
ら
14
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
83
パ
ー
セ

ン
ト
に
達
し
、
災
害
時

の
安
否
確
認
の
重
要
性

が
強
く
認
識
さ
れ
る
と

と
も
に
、
全
体
と
し

て
、
地
域
の
助
け
合
い

ま
ち
な
か
防
災
訓
練

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
全
集
落
区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
聖
籠
町
の
防
災
行
政
へ
の
取
組
方
針
の
参
考
と
す
る
も
の
で
、
今
回

の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
の
参
加
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
積
極
的
な
意
見
、

提
案
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

の
意
識
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ

あ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
訓
練
の
大
切
さ
を

強
く
感
じ
た
。
継
続
し
て
訓
練

を
実
施
す
べ
き
」
、
「
訓
練
へ

の
参
加
・
協
力
者
が
多
く
な
っ

て
き
た
」
、
「
訓
練
の
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き
た
」

な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

反
面
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

機
敏
性
、
真
剣
さ
に
欠
け
た
訓

練
だ
っ
た
と
、
マ
ン
ネ
リ
化
を

危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
力
避
難
で
き
な
い

方
々
の
具
体
的
な
避
難
方
法

や
、
安
否
確
認
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
な

ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

まちなか防災訓練（第１部）に関するアンケート調査集計結果
調査表回収率（全集落）：100％　　　訓練参加人数　町民：1,744 人　関係機関（総合防災訓練含む）：528 人　計：2,272 人　※町民の参加人数は屋外での訓練に参加した数値

地震発生時安全確保訓練

　地震発生直後に、まずは身の安全を確保するこ
との大切さと行動を確認する訓練です。日常にお
いて、家族等で安全な場所の確認が行われること
も期待されていました。

地震情報収集訓練

　各家庭の戸別受信機から情報を聞き取る習慣付
けと、いざというときの受信機の重要性を認識し
てもらうための訓練でした。今回の訓練では受信
機の点検も兼ねていました。

避難情報伝達訓練

　集落に設置の防災無線を使って、地域住民に安
全な避難を呼びかける訓練でした。今回の訓練で
は、放送機器の取扱方法の確認と機器の点検も兼
ねていました。

要援護者避難訓練

　避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された
要援護者を救助担当者が救出し、安全な場所に搬
送する訓練でした。災害時要援護者対応の必要
性、協力体制についての認識が深まることが期待
されていました。

安否等確認訓練
　避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された
安否確認者が逃げ遅れ者が出ないよう、隣近所の
住民に声を掛けながら安全な場所に避難する訓練
でした。各集落で安否確認の必要性と、確認方
法、協力体制についての認識が深まることが期待
されていました。

初期消火・通報訓練

　火災に遭遇した際の住民の協力による消火訓練
でした。日常使うことのない消火器の使用方法
や、消防団不在を想定した消火栓の使用方法など
の訓練が行われました。

どちらともどちらとも
いえないいえない
30％30％

よかったよかった
70％70％

よかったよかった
73％73％

どちらともどちらとも
いえないいえない
24％24％

よくなかったよくなかった
3％3％

よかったよかった
77％77％

どちらともどちらとも
いえないいえない
20％20％

よくなかったよくなかった
3％3％

よかったよかった
69％69％

どちらともどちらとも
いえないいえない
25％25％

よくなかったよくなかった
6％6％

よかったよかった
83％83％

どちらともどちらとも
いえないいえない
14％14％

よくなかったよくなかった
3％3％

よかったよかった
93％93％

よくなかったよくなかった
7％7％

参加者からの主な意見・要望
・訓練の大切さを強く感じた。継続して訓練を実施するべき。
・継続して訓練してきたことで、訓練の流れがスムーズに動くようになった。
・訓練への参加・協力者が多くなってきた。
・女性の消火器の操作が年々よくなっているよう感じた。
・災害発生時の安否確認は命に関わる大事な訓練。もっと住民に重要性を認識してもらう努力が必要。
・今後は、自力避難できない人の避難方法の検討が課題。
・地震合図のサイレン前に集まった人が数人いた。集落として訓練内容をもっとよく周知すべきだった。
・せっかくの機会なので、より多くの参加を求めるため農繁期を避けるようにしてもらいたい。
・訓練という意識があるせいか機敏性、真剣さにかけた面があった。参加者一人ひとりがもっと危機感を持
　つ必要性を感じた。
・マンネリ化してきた面がある。もっと工夫し、より多くの住民が集まるように行政と一緒に考えたい。
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決
算
と
は
？

　

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
〜
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、
議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

町
長
は
、
決
算
を
議
会
の
議
決
書
と

一
緒
に
県
知
事
に
報
告
し
、
そ
の
要

点
を
住
民
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で

行政運営の基本的な経費を処理する会計で

す。平成21年度、町の歳入は87億3,600万円

で、歳出が82億7,305万円となり、差し引き

4億6,295万円の黒字決算となりました。

（平成20年度　66.8％）
　一般財源のうち、人件費、事務費、公債費などの
必要経費の割合を経常収支比率といいます。この率
が高いほど財政に余裕がなく、80％を超えると財政
面で慎重さが必要になります。

（平成20 年度　1.455）
　地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。こ
の指数が1.0を超えると国からの交付税が配分され
ません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和59年から不交付団体です。

経常収支比率　67.1％ 財政力指数　1.461

一般会計歳出

　　　　  82億 7,305万円
町民一人あたり

　　　　　  58万 8,578円
（　　　 ）平成22年３月31日の

人口14,056人

120億円使いました

一般会計歳入

87億3,600万円

町税
51億2,936万円
（58.7％）

地方譲与税
1億2,359万円
（1.4％）

国庫支出金
9億2,152万円
（10.5％）

使い道を特定して国が
支出する補助金等

地方消費税交付金
1億8,298万円
（2.1％）

県支出金
3億8,358万円
（4.4％）

使い道を特定して県が
支出する補助金等

繰越金
3億4,037万円
（3.9％）

前年度から繰り越し
たお金

諸収入
10億4,102万円
（11.9％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

その他
3億5,958万円
（5.0％）

分担金及び負担金、
使用料、手数料など

町債
2億5,400万円
（2.9％）

財源不足による借入金

内訳
固定資産税 41億5,072万円（80.9％）
町民税（個人）   4億6,394万円（9.0％）
町民税（法人）   3億4,494万円（6.7％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億6,976万円（3.3％）

内訳
固定資産税 41億5,072万円（80.9％）
町民税（個人）   4億6,394万円（9.0％）
町民税（法人）   3億4,494万円（6.7％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億6,976万円（3.3％）

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
二
十
一
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月

の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お

金
は
、
一
般
会
計
と
七
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
百
十
九
億
六
千

万
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ

れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
７
―
１
９
５
６
（
直
通
）

■町債の状況

■基金の状況

特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

平成21年度
決　算

  平成21年度に行った
　　　    主な建設事業

・小学校耐震補強工事
　 3億6,278万円

・町道改良舗装工事
　　　2億2,988万円

・消雪パイプ設備工事
 6,649 万円
・（仮称）ふれあいセンター
　建設工事

　　　5,704万円
・農産物加工センター建築等
　工事

　　　3,468万円
・聖籠中学校情報機器ネット
　ワーク更新工事　　　　

2,567万円
・聖籠海洋レクリエーション
　交流拠点施設整備工事

　　　1,172万円

まちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出

82億7,305万円

教育費
　15億1,210万円
（18.3％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など

民生費
　13億7,714万円
（16.6％）

高齢者・児童・障害
福祉事業など

土木費
13億4,797万円
（16.3％）

道路・公園・
港湾整備など

総務費
　11億7,453万円
（14.2％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

公債費
8億62万円
（9.7％）

町が借り入れたお金
の返済

消防費
2億9,163万円
（3.5％）

消防団活動、消防施
設整備など

農林水産業費
4億4,354万円
（5.4％）
農業・漁業振興、
土地改良事業など

諸支出金
3億1,115万円
（3.8％）
基金への積立
（町の貯金）

衛生費
　7億1,009万円
（8.6％）

予防検診・保健事業、
ごみ処理事業など

商工費
2億811万円
（2.5％）
商工業の振興、
観光事業など

議会費
9,543万円
（1.2％）
議会活動

労働費
74万円
 （0.0％）
雇用対策など

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
国 民

健 康 保 険
事 業 勘 定 13億7,778万円 12億8,318万円
施 設 勘 定 1億3,624万円 1億2,083万円

老 人 保 健 969万円 834万円
介 護 保 険 9億5,026万円 9億3,193万円
後 期 高 齢 者 医 療 7,044万円 6,839万円
県営開拓パイロット事業 1,109万円 667万円
公 共 下 水 道 事 業 8億5,430万円 8億4,091万円

水 道 事 業
収益的収支 2億3,936万円 2億4,983万円
資本的収支 1億7,014万円 1億7,280万円

区　　　　分 平成21年度末残高

一 般 会 計 30億 8,409万円

国民健康保険特別会計 9,747万円

公共下水道事業特別会計 79億 3,089万円

水 道 事 業 会 計 5億 1,879万円

合　　　　　　　計 116億 3,124万円

区　　　　分 平成21年度末残高
財 政 調 整 基 金 15億 1,341万円
減 債 基 金 8,442万円
災 害 救 助 基 金 1億 2,649万円
土 地 開 発 基 金 6,389万円
道 路 整 備 基 金 2,082万円
教 育 振 興 基 金 319万円
公共用施設整備基金 2,114万円
公 共用施設維持基金 7,033万円
地 域 福 祉 基 金 4,652万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 1億 4,072万円
町営住宅及び共同施設維持基金 6,183万円
ふ る さ と 応 援 基 金 18万円
合　　　　　　計 21億 5,294万円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。
　本町における平成 21 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。

 1  健全化判断比率 （単位：％）

 2  資金不足比率 （単位：％）

※１　地方公共団体の標準的な年間収入 
※２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計　 
※３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの 

【用語の説明】

地方公社・第三セクター等

一般会計

県営開拓パイロット事業
聖籠町特別会計

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

水道事業会計

一部事務組合・広域連合

一
般
会
計
等

公
営
事
業
会
計

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

※公営企業会計
　ごとに算定

平成21年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

 3  健全化判断比率等の対象範囲

平成21年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ― 11.0 27.9
早期健全化基準 14.57 19.57 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 40.00 35.0 －     

特　別　会　計　の　名　称 資金不足比率
水　道　事　業　会　計 －
下 水 道 事 業 特 別 会 計 －

 

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 　一般会計等における標準財政規模※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）
ため「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債※2 の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将
来、財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による
財政健全化を行っていかなければなりません。（イエローカード）

財政再生基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実な再
生を行っていかなければなりません。（レッドカード）

資金不足比率 　公営企業の資金不足額※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表して
います。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。
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人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年聖籠町条例第15号）第 4条の規定に
より、平成21年度の人事行政の運営状況等について公表します。

● 人事行政の運営状況の公表について
　　　地方公務員法で、定員、給与、任免、研修等の人事行政全般について住民へ公表することが義務づけら
　　れています。これは人事行政の運営状況等を公表し、公平性、透明性を一層高めることを目的としています。
　　　今後も、適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めていきます。

1. 職員の任免及び職員数に関する状況（平成21年度）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　　 休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。

（注）  1　職員手当には退職手当を含まない。
2　職員数及び給与費は当初予算に計上された値。

2. 職員の給与の状況

（1）退職者の状況
退職事由 定年退職 勧奨退職 その他退職 計
一 般 行 政 2 2 - 4
専 門 職 - - - -
教 育 職 - - 1 1
技能労務職 - - 1 1

計 2 2 2 6

（2）採用者の状況
区　　分 一般行政 教育職 技能労務職 計
上 級 試 験 1 - - 1
中 級 試 験 1 2 - 3
初 級 試 験 1 - - 1
選 考 考 査 - - - 0

計 3 2 0 5

（4）定員適正化計画
計　画　期　間

数値目標
始　　期 終　　期

平成17年4月1日 平成22年4月1日 5％（10名）削減 193 人→ 183 人

（3）職員数に関する状況（平成22年4月 1日現在）
①部門別職員数の状況

区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 H21 H22 H22

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 37 28 △ 9 事務の統廃合（国体業務終了）による減
税 務 10 11 1 業務を伴わない増
民 生 24 23 △ 1 用務員の退職不補充による減
衛 生 14 14 0
農林水産 9 9 0
商 工 2 2 0
土 木 9 10 1 業務量の増
小　 計 108 100 △ 8

特別行政部門 教 育 51 56 5 業務量の増
小　 計 51 56 5

普通会計合計 159 156 △ 3

公営企業等
会 計 部 門

水 道 2 4 2 業務量の増
その他 21 22 1 業務量の増
小 計 23 26 3

合　　　計 182 182 0

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（21年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
20年度人件費率

21年度 14,056 人 8,207,306 千円 455,447 千円 1,231,970 千円 15.0% 16.6%

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職　員　数
Ａ

給与費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

22年度 161 人 619,081 千円 81,978 千円 234,627 千円 935,686 千円 5,812 千円

②年齢別職員構成の状況 【単位：人】

区分
20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

H22.4.1 1 9 19 12 17 22 16 16 26 26 18 - 182

H21.4.1 1 15 11 9 20 26 13 14 31 27 15 - 182
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（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び
　 平均給与月額の状況（平成22年4月1日現在）

（注）  1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
       2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（平成22年4月1日現在）

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在）

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による
　　　　職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に
　　　　該当する代表的な職務。

  ② 時間外勤務手当・休日勤務手当   ③ 特殊勤務手当（平成22年4月1日現在）

※ 支給実績及び平均支給年額は、医師を除く。

  ④ その他の主な手当（平成22年4月1日現在）

※ 管理職手当は、平成19年4月1日に改定され、現在経過措置中。

（7）特別職の報酬等の状況（平成22年4月1日現在）

（1）勤務時間の状況（平成21年度）

（3）育児休業の状況（平成21年度実績）

※ 平成21年度に新たに育児休業した職員数。

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、
職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のことを
いい、地方公務員法第28条に規定されています。
　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類があります。

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第29条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

服務規律遵守のための取組み
・年末年始における服務規律確保の通知　・選挙における服務規律確保の通知

6. 職員の研修及び勤務成績の評定の状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成21年度）（1）研修の状況

7. 職員の福祉及び利益保護の状況   （平成21年度）

（2）勤務成績の評定の状況
　職員の勤務評定について検討中。

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成21年度）

5. 職員の服務状況（平成21年度）

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.01 歳 307,787 円 347,201 円
技能労務職 42.02 歳 274,355 円 290,525 円

区　　分
聖　籠　町 国

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 172,200 円 185,800 円 172,200 円 185,800 円
高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

区 　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事 9 9 . 1%
２　級 主事 11 11 . 1%
３　級 主任 40 40 . 4%
４　級 係長、主幹 15 15 . 2%
５　級 課長補佐、次長 11 11 . 1%
６　級 課長、参事 13 13 . 1%

（6）職員手当の状況（普通会計）
  ① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成21年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.25 月分 0.675 月分 1.25 月分 0.700 月分
・12 月期 1.50 月分 0.725 月分 1.50 月分 0.700 月分
 　　　計 2.75 月分 1.40  月分 2.75 月分 1.40  月分
・1人当たり平均支給額（平成21年度）　　　　　1,411 千円
　職階上の段階、職務の級等による加算措置有り（5～ 15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年

同じ

・勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
・勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
・勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
・最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
・加算措置 定年前早期退職の場合は１年につき

2％加算（20％限度）
・1人当たり支給額（平成 21 年度） 20,925 千円

支給実績（平成21年度決算） 35,478 千円

職員 1人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 226 千円

支給実績（平成20年度決算） 31,890 千円

職員 1人当たり平均支給年額
（平成20年度決算） 208 千円

支給実績（平成21年度決算） 72 千円
支給職員 1人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 4,490 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成21年度） 10.2%

手当の種類（手当数） 9 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作
業手当、除雪作業手当、
用地交渉手当

手　当　名 内容及び支給単価 支給実績
（21年度決算）

支給職員 1人当たり平均
支給年額（平成21年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 17,185 千円 245,502 円

住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じた額を支給し（27,000円を限度）、
住居を新築又は購入した場合は 5年間月額 2,500円支給 3,242 千円 180,106 円

通 勤 手 当 2km 以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給 6,482 千円 52,278 円

管理職手当 課長、室長、事務局長に月額33,200円、参事、園長、館長に
24,900円支給 7,732 千円 368,202 円

区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 806,000 円
副 町 長 645,000 円 6 月期 1.45 月分
教 育 長 530,000 円 12月期 1.60 月分

報　　　酬
議 長 303,000 円 計 3.05 月分
副 議 長 246,000 円 ※教育長は職員と同じ
議 員 222,000 円

1 週間の正規の
勤務時間

1日の正規の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8:30 17:15 12：00～13：00

（2）年次有給休暇の状況（平成21年実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができる。
総取得日数 全対象職員 平均取得日数
880.2 日 102 8.6 日

性別 休業者数 3月未満 3月以上
6月未満

6月以上
1年未満 1年以上

男 － － － － －
女 3 － － 1 2

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 － － － －
心身の故障の場合 － － 1 －
職に必要な適格性を欠く場合 － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 － － － －

刑事事件に関し起訴された場合 － － － －

実施主体 研　　修　　名 受講者数

新潟県
自治研修所

主任・主査研修 4
係長研修 4
課長補佐級研修 6
課長級研修 3
法制執務研修 1
法律基礎研修（民法編） 1
法律基礎研修（行政法編） 1
政策形成研修 1
思考力向上研修 1
職場の問題解決研修 1

新潟県市町村
総合事務組合

新採用職員研修 9
一般職員研修第１部 2
一般職員研修第２部 2
税務事務新任研修 1
人事評価研修 1
市町村民税研修 1
固定資産税事務新任研修 1
自治体危機管理研修 1
保育士研修 2
徴収事務研修 1
情報公開・個人情報保護制度研修 1
クレーム対応力向上研修 1
段取り力向上研修 1
住民協働研修 1
福祉・医療研修 1

市町村職員中央研修所 水道事業の経営管理 1

区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導

人間ドック １日人間ドック

健康増進教育 健康相談、健康講演会

元気回復事業 町村職員親善スポーツ大会

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等

長期給付 退職共済年金、障害共済年金等

福祉事業 貸付事業、保健事業等

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4月 1日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。
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※平成 21 年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者等を除く。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 － － － －
職務上の義務に違反し又は
職務を怠った場合 3 1 － －

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 － － － －
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、
朝
ま
た
列
車
に
乗
っ

て
ハ
ル
ビ
ン
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

六
日
目
や
っ
と
日
本
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

中
国
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し

て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

中
国
を
訪
問
し
て

　
　

聖
籠
中
学
校
一
年

 

佐
藤　

元　

　

僕
は
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月

二
日
ま
で
中
国
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
役
場
に
集
合
し
て
か

ら
空
港
に
行
き
ま
し
た
。
十
二
時

ぐ
ら
い
か
ら
出
発
し
て
二
時
に
は

ハ
ル
ビ
ン
に
着
き
ま
し
た
。
中
国

に
着
く
と
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

が
な
か
っ
た
り
、
走
っ
て
い
る
車

の
間
を
気
に
せ
ず
通
っ
て
行
く
人

な
ど
、
日
本
と
は
全
然
違
っ
た
文

化
や
生
活
を
見
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

ハ
ル
ビ
ン
市
見
学
で
特
に
心
に

残
っ
た
の
は
、
少
年
宮
見
学
で
す
。

少
年
宮
は
と
て
も
大
き
い
建
物
で

し
た
。
少
年
宮
の
人
た
ち
の
出
し

物
は
中
国
の
歌
や
踊
り
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
中
国
の
御
土
産
も
も

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
僕

た
ち
は
お
礼
に
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で

「
パ
フ
」
と
い
う
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。
僕
は
う
ま
く
吹
け
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

　

ハ
ル
ビ
ン
の
見
学
が
終
わ
っ
た

ら
北
京
へ
行
き
ま
し
た
。
北
京
は

夜
行
列
車
に
乗
っ
て
行
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
夜
行
列
車
な
の
で
い
い

経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
京
で
は
、
万
里
の
長
城
に
も

行
き
ま
し
た
。
北
京
は
ハ
ル
ビ
ン

よ
り
も
暑
く
て
万
里
の
長
城
は
特

に
疲
れ
ま
し
た
。
僕
は
友
達
と

い
っ
し
ょ
に
、
千
五
百
メ
ー
ト
ル

ま
で
登
り
ま
し
た
。
と
て
も
疲
れ

た
け
ど
友
達
と
の
い
い
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

最
終
日
は
、
ま
だ
中
国
に
い
た

い
気
分
で
し
た
。
で
も
日
本
に
帰

る
と
、
い
つ
も
の
文
化
に
戻
っ
て
、

食
べ
物
も
い
つ
も
の
慣
れ
て
い
る

食
べ
物
に
戻
っ
た
し
、
日
本
語
も

ち
ゃ
ん
と
通
じ
る
の
で
、
楽
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。

　

中
国
と
日
本
で
は
、
文
化
が
全

然
違
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
食

べ
物
、
生
活
面
や
買
い
物
の
仕
方

な
ど
た
く
さ
ん
の
事
が
違
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
行
事
を
通
し
て
、

他
の
学
校
の
友
達
も
で
き
た
の
で
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

中
国
で
学
ん
だ
こ
と

　
　

聖
籠
中
学
校
一
年

 

高
松　

大
雅

　

私
は
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
八

月
二
日
（
五
泊
六
日
）
の
日
程
で
、

聖
籠
町
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し

て
、
中
国
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中
国
へ
行
っ
て
、
生
活
様
式
や
食

文
化
を
学
び
、
世
界
遺
産
で
も
大

変
有
名
な
万
里
の
長
城
を
実
際
見

て
み
た
い
と
思
い
参
加
す
る
事
に

し
ま
し
た
。

　

不
安
な
気
持
ち
で
着
い
た
ハ
ル

ビ
ン
空
港
で
は
、
ハ
ル
ビ
ン
市
教

育
局
の
方
々
が
、
優
し
い
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
変
熱
烈
な
る
歓
迎
会
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

食
事
で
は
、
中
華
料
理
が
多
く

少
し
お
腹
を
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
本
に
帰
っ
て
来
た
時
に

は
、
ご
飯
と
み
そ
汁
が
食
べ
た
く

な
り
ま
し
た
。
高
級
料
理
の
北
京

ダ
ッ
ク
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
こ

げ
茶
色
の
鳥
が
ま
る
ご
と
で
て
き

て
、
気
持
ち
悪
く
て
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

東
北
虎
林
園
へ
見
学
に
行
っ
た

時
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
は
シ
ベ

リ
ア
タ
イ
ガ
ー
が
五
百
頭
も
飼
育

さ
れ
て
い
て
、
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ

で
、
他
の
観
光
し
て
い
る
人
達

が
私
の
名
札
「
大タ
イ
ガ雅
」
を
見
て

「
オ
ー
オ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
写

真
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国
で

は
「
タ
イ
ガ
と
読
む
の
か
な
？
」

と
、
お
も
し
ろ
い
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

万
里
の
長
城
へ
登
る
時
は
、
気

温
が
三
十
五
度
、
湿
度
が
七
十

パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
と

て
も
急
な
階
段
で
、
そ
れ
を
登
っ

た
後
を
見
下
ろ
し
た
景
色
は
最

高
!!
で
し
た
。
帰
り
の
坂
を
下
る

時
は
坂
の
角
度
が
四
十
五
度
ぐ
ら

い
あ
っ
た
の
で
、
怖
か
っ
た
で
す
。

　

少
年
宮
や
中
学
校
の
生
徒
と
交

流
し
た
時
に
、
劇
や
踊
り
な
ど
を

一
人
で
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
き

ち
ん
と
し
た
態
度
と
大
き
な
声
で

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
達
の

た
め
に
一
所
懸
命
や
っ
て
い
る
姿

を
見
て
あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
国
や
言
葉
や
環
境
が
ち

が
っ
て
も
、
気
持
ち
を
伝
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
。
仲
良
く
で
き
る

と
。
今
度
ハ
ル
ビ
ン
市
か
ら
聖
籠

町
に
来
た
と
き
に
は
、
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
小
学

校
六
年
生
の
家
族
の
方
と
博
物
館

や
太
陽
島
と
い
う
公
園
に
行
っ
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
お
土
産
を
も
ら
い
ま
し
た
。

一
緒
に
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
国
で
の
思
い
出

　
　

聖
籠
中
学
校
一
年

 

高
橋　

海
斗

　

中
国
に
行
っ
て
み
て
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
や
、
生
徒
代
表
と
し

て
話
し
た
こ
と
や
、
日
本
と
は
違

う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
楽
し
か
っ
た
こ
と

で
す
。

　

一
つ
目
は
、
東
北
虎
林
園
で
の

見
学
で
す
。
ト
ラ
が
五
百
頭
も
飼

育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

種
類
の
ト
ラ
が
い
ま
し
た
。
白
い

ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
も
い
て
初
め
て

見
て
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

で
す
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
六

年
生
の
男
の
子
と
一
緒
に
い
ろ
い

ろ
な
所
に
行
き
ま
し
た
。
最
初
は

は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
最
後
に

は
す
ご
く
仲
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
万
里
の
長
城
で
す
。

何
度
か
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が

あ
っ
た
し
、
世
界
遺
産
だ
っ
た
の

で
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

有
名
な
場
所
に
行
け
た
の
で
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
、

標
高
千
五
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
り

ま
し
た
。
す
ご
く
高
か
っ
た
で
す
。

　

次
は
、
生
徒
代
表
と
し
て
話
を

し
た
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
生
徒
代

表
だ
っ
た
の
で
、
大
勢
の
前
で
話

す
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
す
ご
く
は
ず
か
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
何
回
も
や
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
な
れ
て
き
て
、
経
緯
小

学
校
で
は
大
き
な
声
で
元
気
に
話

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。

　

次
は
、
日
本
と
は
違
う
こ
と
で

す
。
ま
ず
中
国
に
行
っ
て
一
番
先

に
気
づ
い
た
こ
と
は
、
ト
イ
レ
に

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
気
づ
い
て

か
ら
は
、
毎
日
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
歩
行
者
が
道
路
の
信
号
や

横
断
歩
道
を
無
視
し
て
、
車
が

通
っ
て
い
る
所
を
平
気
で
渡
っ
て

い
る
こ
と
に
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　

ま
た
ハ
ル
ビ
ン
市
も
北
京
も
、

人
が
す
ご
く
多
か
っ
た
こ
と
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　

特
に
夜
、
出
歩
い
て
い
る
人
が

大
変
多
く
、
な
ぜ
か
と
思
っ
た
ら
、

中
国
の
人
々
は
夕
飯
は
い
つ
も
外

食
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
夜
で
も
人
が
い
っ
ぱ
い
い
た
の

で
す
。

　

最
後
に
ぼ
く
は
、
こ
の
中
国
の

交
流
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
の

前
で
は
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
表
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
あ
と
疲
れ
て
い
て
も
我

慢
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

中
国
は
ぼ
く
の
予
想
以
上
に
す

ば
ら
し
い
所
で
し
た
。
ま
た
中
国

に
行
け
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
行
き
た
い
で
す
。

ハルビン市聖ソフィア教会にて

万里の長城にて万里の長城にて
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ご注意！
悪質なカニの電話勧誘販売
　「カニは好きですか」「今なら
半額にします」などと電話があり、
「断ったのに商品が届いた」「届
いた商品が代金に見合わないよう
な粗末な内容だった」という相談
が多く寄せられています。過去に
取引があったかのように装い信用
させて勧誘してくるケースがある
ので注意が必要です。

対処法
⑴必要がなければはっきり断る。
⑵８日以内であれば、クーリング
　・オフで契約解除できます。
⑶代引き配達などの場合は、受取
拒否をして相手方の連絡先を控
えましょう。
⑷困ったら相談下さい。

　役場総務課
消費生活センター
（相談員　見田好子）
２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

消 費 生 活消 費 生 活

知らないと　損・そん知らないと　損・そん
予備知識はわたしたちを悪質商法から守ってくれます。

通 信
vol.18

消費生活センターからのお知らせ

点 検 商 法
　突然、業者が自宅を訪問。「ただいま、無
料点検サービス中です」などと言って家に上
がりこみ、点検の結果「このままでは危険」
などと不安をあおるような説明をして相場よ
り高額な商品やサービスを売りつけます。

ケース１
　水道局の職員と名乗る人に水質
検査をしてもらったところ「この
水は危ない」と言われ浄水器を契
約したが、よく考えたら無駄なも
のだった。

ケース２　　
　無料で床下のシロアリ点検をし
てもらったところ、「このままで
は危ない」と言われその場で契約
したが、解約したい。

　シロアリ駆除の薬品を散布した後や浄水器を取り付けた後でも、契約後８日以
内に手続きすれば、クーリング・オフで無条件で
解除できます。すでに支払っている代金がある場
合はすぐに戻してもらえます。
８日間が過ぎた場合でも販売方法によっては解約
できる場合もあります。
あきらめず相談して下さい。

中古車を買うとき注意すること
　インターネットで検索し、中古車を購入したところ、ガソリンが漏
れる、ブレーキが故障するなど、短期間で次々に故障したが、販売店
で対応してもらえないという相談が寄せられています。現状販売とい
う保証の付かない契約もあります。契約の際は保証内容を確認し、信
頼できる販売店で購入しましょう。

○契約前に保証内容の確認を！
　保証付の場合は保証書の記載事項に基づいて、販売店に無償修理を
求めることができます。しかし、保証の付かない現状販売という契約
もあります。契約内容に注意を払い契約しましょう。

○信頼できる販売店を選びましょう
　㈳中古車販売協会連合会や㈳自動車公正取引協議会などに加盟して
いる業者かどうかも一つの目安です。

　新潟財務事務所では、多額の借金でお悩みの方の相談を受け付け
ております。費用はかかりません。お一人で悩まずお電話下さい。
個人の秘密は固く守ります。
　連絡先　財務省　関東財務局　新潟財務事務所
　　　　　☎　０２５－２２９－２７８８（直通）
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■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第

　

７
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

　

譲
受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

　

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い

　

て
・
聖
籠
町
農
地
移
動
適
正
化
あ
っ

　

せ
ん
基
準
の
見
直
し
の
承
認
に

　

つ
い
て

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
（
木
）

■
第
９
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定

　

例
会
開
催

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
職
員
の
社

　

会
教
育
主
事
の
併
任
に
つ
い
て

・
職
員
の
分
限
休
職
処
分
に
つ
い

　

て

　

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
（
水
）

■
第
２
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
臨

　

時
会
開
催

・
通
学
バ
ス
運
行
に
関
す
る
要
綱

　

の
制
定
に
つ
い
て

　

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
を
お
願
い
し

て
、
白
鳥
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま

し
た
。
今
年
も
よ
り
多
く
の
白
鳥

が
飛
来
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
冬
期
、
弁
天

潟
に
は
白
鳥
の
ほ
か
に
も
数
多
く

の
渡
り
鳥
が
羽
を
休
め
る
た
め
飛

来
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
冬
も
、
こ
の
白
鳥
た
ち
の
た

め
に
、
餌
付
け
用
の
「
し
い
な

米
」
「
パ
ン
」
「
茶
が
ら
」
等
を

集
め
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

９
月
17
日
（
金
）

■
埋
設
物
災
害
防
止
の
た
め
に

　

聖
籠
町
埋
設
物
災
害
防
止
連
絡

協
議
会
で
は
、
視
察
研
修
会
と
し

て
、
国
土
交
通
省
長
岡
国
道
事
務

■
平
成
22
年
度
国
土
調
査
の
現
地

　

調
査
を
進
め
て
い
ま
す

　

今
年
度
国
土
調
査
を
実
施
す
る

蓮
潟
地
区
で
現
地
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。
９
月
に
は
道
路
や
河

川
・
水
路
な
ど
の
境
界
を
確
定
す

る
た
め
、
隣
接
す
る
土
地
の
所
有

者
の
方
々
に
現
場
で
の
立
会
い
を

お
願
い
し
て
、
境
界
が
確
定
し
た

と
こ
ろ
に
は
赤
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

杭
の
打
ち
込
み
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
10
月
末
に
は
、
個
人
が
所
有

す
る
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
現
場

で
の
確
認
作
業
を
進
め
、
民
有
地

間
の
境
界
に
は
青
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
杭
を
打
ち
込
む
作
業
を
進
め
ま

す
。
こ
う
し
て
、
11
月
中
に
は
今

年
度
の
調
査
区
域
内
の
す
べ
て
の

境
界
の
確
認
を
終
了
し
て
、
図
面

作
成
の
段
階
へ
と
作
業
は
移
り
ま

す
。
こ
の
図
面
が
完
成
す
る
の
は

年
明
け
の
３
月
頃
と
な
り
、
そ
の

後
に
完
成
し
た
図
面
を
今
回
立
会

い
を
お
願
い
し
た
土
地
所
有
者
に

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。

■
弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
る
準
備

　

を
し
ま
し
た

　

弁
天
潟
で
は
、
白
鳥
の
離
着
水

の
滑
走
路
と
な
る
湖
面
の
除
草
、

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
蓮
野
研
究
会
に

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

所
の
協
力
を
得
て
、
南
魚
沼
市
内

の
国
道
２
５
３
号
線｢

八
箇
峠
道

路｣

工
事
現
場
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
協
議
会
で
は
、
例
年
、
埋
設

物
関
連
の
災
害
防
止
を
目
的
と
し

て
、
視
察
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
大
規
模
工

事
に
お
け
る
環
境
影
響
評
価
や
ト

ン
ネ
ル
掘
削
現
場
で
の
災
害
防
止

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
現
場
担
当

者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

八
箇
峠
道
路
の
建
設
は
、
国
直

轄
と
な
る
大
規
模
事
業
で
あ
り
、

災
害
防
止
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

も
、
会
員
事
業
者
が
学
ぶ
べ
き
点

の
多
い
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
（
月
）

学
校
教
育
課

農
業
委
員
会

上
下
水
道
課



広報聖籠 H22.11　18日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

　

新
発
田
市
・
聖
籠
町

　

新
発
田
市
・
聖
籠
町

 

児
童
科
学
研
究
発
表
会

児
童
科
学
研
究
発
表
会

平
成
22
年
度

　

新
発
田
市
・
聖
籠
町

 

児
童
科
学
研
究
発
表
会

　

９
月
30
日
（
木
）
、
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
科
学

研
究
発
表
会
で
、
町
内
の
小
学
校
の
代
表
児
童
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
聖
籠
町
教
育
研
究
協
議
会
な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
代
表
児
童
た
ち
は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
成
果
を
模
造
紙

な
ど
に
ま
と
め
、
は
き
は
き
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

高
学
年
の
部

高
学
年
の
部𡈽田　徹

てつろう

郎さん
（山倉小学校５年）

「
ぬ
る
く
な
ら
な
い
コ
ッ
プ

 

パ
ー
ト
３
」

中
学
年
の
部

中
学
年
の
部齋藤　綺

あや

さん
（蓮野小学校３年）

「
氷
の
と
け
る
時
間
」

神田　智
さと

美
み

さん
（山倉小学校３年）

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
実
け
ん
」

低
学
年
の
部

低
学
年
の
部小林　大

やまと

和さん
（亀代小学校２年）

「
す
と
油
の
じ
っ
け
ん
」

故
人
の
功
績
を
た
た
え

　

元
聖
籠
町
議
会
議
員
故
加
藤
純
一
氏
（
杉
谷
内
）
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
町
長
が
加
藤
家
を
訪
問
し
、
ご

遺
族
に
対
し
故
人
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
感

謝
の
意
を
表
し
伝
達
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

故
加
藤
氏
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
３
年
９
月
か

ら
平
成
15
年
８
月
末
ま
で
３
期
12
年
間
の
永
き
に
わ
た
り

在
職
さ
れ
、
平
成
７
年
９
月
か
ら
平
成
11
年
８
月
ま
で
は

議
会
産
業
経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
ま

た
議
会
新
発
田
川
放
水
路
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し

て
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。



19　H22.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎27ー1962（直通）

町の交通事故発生状況
区分

年

9月 1 月～9月（累計）
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成22年 2 0 2 40 0 42

平成21年 3 0 3 50 2 64

増　減 － 1 0 － 1 － 10 － 2 － 22

交 通交 通
安 全安 全
vol.102

町内で一斉街頭指導を実施町内で一斉街頭指導を実施
　秋の全国交通安全運動に合わせ9月21日に町内36か所で一斉街頭
指導が行われました。
　指導は交通安全協会聖籠支部、交通安全母の会、交通安全指導
員、新発田警察署、町関係者合わせて140人で行いました。小中学
校に通う児童生徒の安全を確保し、交通事故を未然に防止するため
に「交通ルールと交通マナー」
を守る指導や呼びかけを行いま
した。
　また、運動期間中は各種団体
が交通事故防止のため様々な取
組みを行いました。

▲一斉街頭指導

▲交通安全母の会によるプラント-4での呼びかけ

　

10
月
９
日
（
土
）
、
ポ

ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
り
出
し

た
中
、
網
代
浜
の
保
安
林

で
地
元
亀
代
小
学
校
の
み

な
さ
ん
と
集
落
区
長
、
町

議
会
議
員
、
そ
し
て
保
安

林
保
護
に
目
を
光
ら
せ
て

い
る
町
海
岸
砂
防
林
保
護

組
合
員
、
関
係
機
関
の
総

勢
70
人
に
よ
り
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

聖
籠
町
植
樹
祭
が

聖
籠
町
植
樹
祭
が

  

開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

保
安
林
は
背
後
地
の
集

落
を
暴
風
や
飛
砂
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
以
外
に
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
地

球
温
暖
化
を
防
ぐ
重
要
な

役
目
を
果
た
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
木
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
た
一

日
で
し
た
。

校長先生と仲良く植樹する亀小児童校長先生と仲良く植樹する亀小児童

700本の黒松の苗木を植樹する参加者700本の黒松の苗木を植樹する参加者



広報聖籠 H22.11　20日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

 　　

《相談事業》
ところ　役場１階
消費生活相談室
◆ 行政相談
　９日（火）午前9時30分～11時
　 役場総務課（内線226）

ところ　結いハート聖籠
◆ 心配ごと相談
　４日（木）、17日（水）
　午後1時～4時
◆弁護士相談
　25日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎27－6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆ 乳幼児健康診査・各種学級　
○２歳児親子健診
　15日（月）午後１時15分～
○育児学級
　16日（火）午後１時30分
○３歳児健診
　25日（木）午後１時15分～
○乳児健診
　26日（金）午後１時15分～

11 月 の 行 事

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

２
日　

文
化
祭
開
祭
式

３
日　

文
化
の
日
記
念
式
典

７
日　

第
30
回
少
林
寺
拳
法
新
潟
県

大
会

８
日　

除
雪
対
策
協
議
会

10
日　

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

議
会

　
　
　

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健

事
務
組
合
議
会

　
　
　

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議

会

12
日　

聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修
会

18
日　

下
水
道
整
備
促
進
全
国
大
会

22
日　

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

議
会
定
例
会

24
日　

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役

員
会

25
日　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を

求
め
る
全
国
大
会

29
〜
12
月
２
日

　
　
　

全
国
町
村
長
大
会
外

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O RMA T I O N

I N F O RMA T I O N

参加してみませんか

11月20日（土）
　午前11時～午後２時頃
保健福祉センター
■参加費　大人500円
■定　員　40名（先着順。定員に達し次第締め切り）

　町では中国黒龍江省から新潟大学などへ留学している皆さ
んを招いて交流事業を行っています。今回も毎年大好評の
「水ぎょうざづくり」を計画しました。中国風手づくりぎょ
うざをあなたも一緒につくってみませんか！
　家族ぐるみの参加も大歓迎！参加希望の方は役場総務課ま
でお申し込みください。

中国風ぎょうざ おいしいですよ！

・ 役場総務課　国際交流担当
　☎２７－２１１１（内線２２８）

中国留学生との中国留学生との
「水ぎょうざ」づくり交流「水ぎょうざ」づくり交流
中国留学生との
「水ぎょうざ」づくり交流
中国留学生との
「水ぎょうざ」づくり交流

昨年の様子昨年の様子



21　H22.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

9 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。
（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子

出 生

 赤ちゃん 保護者 行政区

一
いっしん

心 ちゃん （須貝　　力） 亀　塚

陽
ひまり

莉 ちゃん （伊藤　智也） 次第浜

琉
りゅうせい

晴 ちゃん （冨樫　郁也） 真　野

緑
み ゆ

癒  ちゃん （宮下　英樹） 山諏訪山

百
もも え

恵 ちゃん （渡邉新一郎） 旭ヶ丘

莉
り お な

央奈  ちゃん （青木　弘志） 山諏訪山

亜
あ ぐ り

久理  ちゃん （小名　貴之） 網代浜

琉
りゅうき

生  ちゃん （八幡　亮輔） 蓮　潟

寛
かんた

大 ちゃん （阿部　大士） 山大夫

秀
しゅうと

仁 ちゃん （貝沼　　洋） ひばりが丘

幸せ多い人生を

婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　 行政区

網代浜
　髙　橋　正

まさ

　博
ひろ

 さん

（吉　田）知
とも

　美
み

 さん ｝

 氏　名 年齢 行政区

遠　藤　ハ　ナ さん （95 歳）本大夫

梅　津　金
かね

　吉
きち

 さん （84 歳） 本諏訪山

新　保　惣
そう

　太
た

 さん （72 歳） 山三賀

石　田　ミヨシ さん （89 歳） 蓮　潟

平　野　タ　マ さん （87 歳） 次第浜

細　山　クマイ さん （84 歳） 亀　塚

樋　口　仁
ひと

　司
し

 さん （73 歳） 蓮　潟

手　島　秀
ひで

　一
いち

 さん （85 歳） 亀　塚

大　野　誠
せい

　七
しち

 さん （88 歳） 山諏訪山

肥田野　善
ぜん

　松
まつ

 さん （73 歳） 山　倉

ごめいふくをお祈りします

死 亡

網代浜
　波　形　　徹

とおる

　 さん

（関　川）愛
え

　未
み

 さん ｝
網代浜

　　堀　　敏
とし

　明
あき

 さん

（鈴　木）由
ゆ

　美
み

 さん ｝

キムチを
作ってみよう

聖籠町地産地消推進協議会からのお知らせ

　町内でとれた新鮮な野菜を使い、キムチづくり体験事業を開
催します。
　美味しいキムチを作ってみませんか？
12月8日（水）　午後1時から4時頃まで
聖籠町給食センター2F調理実習室（町民会館となり）
「キムチの素」づくり（キムチ・チゲなどに使えます。）
■講　師　聖籠町女性いきいき交流会の皆さん
■参加費　 一人500円
■定　員　先着30名（聖籠町在住もしくは在勤の方）
■11月16日（火）から受付を開始します。電話またはFAX
で、住所、氏名、電話番号をお知らせください。
・ 役場産業観光課（内線１２６）F A X　２７－２１１９

　休診のお知らせ　休診のお知らせ
丸山医師、出張のため

１１月１９日（金）午後のみ
休診とさせていただきます。
よろしくお願いいたします。
  
                    　　　　  診   療   所   長

入　札　結　果 入札日　平成22年9月14日～24日

件　　名 場所 契約額
（円） 業　者　名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1 次第浜浜山 2号線道路改良工事
聖籠町大字
次第浜地内 4,567,500 ㈲土田組 平成22年12月29日 指名競争入札

2
用第 1号　山大夫 7
号線
道路用地測量業務委託

聖籠町大字
大夫地内 3,570,000 ㈱信越測量設計 平成23年1月18日 指名競争入札

3
次第浜網代浜線（２
工区）
道路物件調査業務委託

聖籠町大字
網代浜地内 3,412,500 ㈱岩測設計 平成23年1月18日 指名競争入札

4 大夫興野地区農道用地測量等業務委託
聖籠町大字
大夫興野地内 2,373,000 ㈱聖測コンサルタント 平成23年1月18日 指名競争入札

5 改第4号　藤寄仁五郎橋線道路改良工事
聖籠町大字
藤寄地内 21,105,000 ㈲樋口建設 平成23年3月15日 指名競争入札



広報聖籠 H22.11　22日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

聖籠町地域活性化対策券
（15％の割引商品券）を
昨年度に引き続き販売いたします

町商工会からのお知らせ

各集落区長様等を通じて予約のあったものを、次により販売します。

販 売 規 模 ２億円

販 売 対 象 町内に住所を有する中学生以上の町民および事業所
ただし、事業所については２次販売から購入可能。

割 引 率 １５％（額面から１５％を割り引いた額で販売。例えば、額面５，０００円であれば
４，２５０円で券を購入し、５，０００円分の買物ができます）。

券 種 等 額面５００円券のみ。また、５００円券を１０枚綴りとして１冊に製本し冊単位で販売。

販 売 限 度 １人（社）につき１冊（額面５千円）から１０冊（額面５万円）まで。

販 売 場 所 町商工会館２階会議室（役場庁舎隣）

販売期間等 １１月１４日（日）から翌１月３１日（月）まで。券は４万冊を限度に、次の販売区分によ
り販売。期間内であっても、４万冊が完売した時点で販売を終了します。
■１次販売・・１１月１４日（日）～１１月３０日（火）（町民を対象とした予約申込分の
み。期限経過後、予約分は無効）。
■２次販売・・１１月１４日（日）～（予約分が２億円に達しない場合、町民及び事業所を
対象に販売）。
※１次・２次合計で、町民１人あたり最大20冊、事業所１社あたり最大10冊まで購入可能。

販 売 時 間 午前９時から午後４時まで　（ただし、１１月１４日を除く土・日・祝日および１２月２９
日から翌１月３日までは休業）。

使 用 期 間 １１月１４日（日）から翌４月３０日（土）まで
※５月１日からは、券は一切使用できません。また、未使用分の券の返品・換金には一切応
じることができませんので、ご留意願います。

使 用 場 所 町内の券取扱登録加盟店で使用可能（登録加盟店にはポスターを掲示。また、登録加盟店一
覧表は別途各世帯に配布します）。

そ の 他 ■券の購入に際しては、１次・２次販売共に同一世帯の高校生以上の者が世帯を代表して
購入できます。事業所についても、事業所に所属するいずれかの者が代表して購入できま
す。
■額面に満たない買物をしても、釣銭は出ませんのでご注意ください
（たとえば、４５０円の品物を購入して５００円券を出しても釣銭は出ません）。
■予約申込分が２億円を超えた場合、２億円の範囲内で冊数の多いところを調整させていた
だきますのであらかじめご了承ください。この場合、２次販売ができないため事業所への
販売はありません。

お問い合わせ　　聖籠町商工会　☎２７－２０７８

※デザインは変わる場合があります。

活かされています！地域振興支援事業補助金



23　H22.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

活かされています！地域振興支援事業補助金活かされています！地域振興支援事業補助金
補
助
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
た

苔
沼
集
落
運
動
会
の
様
子

今年度の
申請期間

を

11月26
日まで延

長

１対象団体 集落、団体（町民２０名以上で組織され、事前協議で対象と承認する団体）
２対象事業 　地域自治の振興を図るための活動で、おおむね次のような事業を対象とします。

　ただし他の補助金の対象となる事業、宗教に関する事業、および政治的活動に関する事業は
除きます。また同一事業の継続は３か年を限度とします。

事業分類 取組みの例
交流事業 お祭り、運動会、ピクニック、農業体験　等

福祉事業 高齢者世帯への訪問・弁当配布、助け合い運動、声
かけ運動、システムづくり　等

青少年健全育成活動 幼・保育園児・小・中・高校生による野外活動、週
休２日制への対応事業　等

モラル・マナーアップ活動 啓蒙活動、講演会、あいさつ運動　等
伝統芸能の保存伝承活動 集落等に伝わる伝統芸能の保存伝承のための活動
健康増進活動 健康管理器具等の整備、各種教室・講演会の開催等

体育・レクリエーション活動 各種スポーツ大会、ハイキング、山登り、サイクリ
ング　等

生活環境の改善・向上活動 緑化運動、道路清掃　等
防災・防犯・交通安全対策活動 防災等訓練の実施、交通安全教室の開催　等
ボランティア活動 ボランティア団体への参加、集落での実践　等
広報紙発行活動 広報せいろうのような集落版発行

３ 補 助 額 予算の範囲内で次の要件に基づいて交付します。
　●対象経費の２／３を補助します。補助額の上限は３０万円です。
　●飲食代は、総事業費の２０％以内まで対象経費とします。

４事前協議 １１月２６日（金）までに事前協議を行ってください。
５ そ の 他 内容審査により補助対象事業とならないこともあります。

お問い合わせ　　役場総務課　総合政策係　（内線２２９）

　町では、地域自治の振興を図るため集落などで行われる事業の助成を行っています。今年も集落の祭りや運動
会などに役立てていただいていますが、より多くの集落などに活用していただき、地域づくりにつながるよう以
下のとおり追加募集を行います。

平成22年分年末調整説明会のお知らせ平成22年分年末調整説明会のお知らせ
　新発田税務署では、給与を支払っている事業所等（源泉徴収義務者）を対象に、年末調整の基本的な仕組みや
手続き、改正事項について説明会を行います。都合により対象地区の会場へおいでになれない場合は、他の会場
でも参加できます。

開 催 日 開催時間 開　催　場　所 対象地区
１１月１０日（水） 午後２時～

午後４時

聖籠町文化会館（諏訪山１２８０） 聖籠町　新発田市
１１月１１日（木） 胎内市産業文化会館（胎内市新和町２－５） 胎内市
１１月１２日（金） 阿賀野市水原保健センター（阿賀野市岡山町１０－１５） 阿賀野市
新発田税務署　法人課税部門　☎２２－３１６１（代表）



広報聖籠 H22.11　24日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されますが発行されます　

～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告にお
いて全額が社会保険料控除の対象となります。その
年の１月１日から１２月３１日までに納付した保険
料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払った
ことを証明する書類の添付が義務付けられていま
す。
　このため、平成２２年１月１日から９月３０日ま
での間に国民年金保険料を納付された方について
は、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が本年１１月上旬に日本年金機構本部から送付され
ますので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証
明書（または領収証書）を添付してください。
　また、１０月１日から１２月３１日までの間に今
年はじめて国民年金保険料を納付された方について
は、来年の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、ご本人の社会保険料控除に加えることができま
すので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付の
うえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
ついてのご照会は、控除証明書のはがきに表示され
ている年金事務所へお問い合わせください。

新発田年金事務所　☎２３－２１２０
　または役場町民課（内線１１１）

「郷土の要」となる地域力向上事業「郷土の要」となる地域力向上事業

異業種交流会異業種交流会
「This is the CHANCE!!」「This is the CHANCE!!」

㈳新発田青年会議所主催

　地域経済に関わる人材の交流を深めるため、楽しい
ゲーム形式を取り入れた交流会を開催します。
１１月２０日㈯午後４時～午後７時１０分
　（開場は午後３時３０分）
有限会社山田　山田秀行氏による講話、大名刺交換
会、フリー交流・意見交換会
新発田市地域交流センター（あおり館　屋内広場）
地域企業人・会社員・各種団体　１５０名
※定員となり次第、申込受付を終了します。
■参加費　無料
ファクス・Ｅ－mail・ホームページ・ＱＲコードの
いずれかにより、「交流会申込」、氏名、連絡先、
Eメールアドレス、所属名を記載し、１１月１２日
㈮までに申し込んでください。
　※申し込み後、参加者情報資料への掲載申込書を送
信しますので、必ずEメールアドレスを明記してくだ
さい。
ファクス：２１－１５２２
Ｅ－mail ：shibata_jc@ybb.ne.jp　　　　　
ホームページ：http://www.sbt-jc.com/2010/
㈳新発田青年会議所
　地域経営力開発委員会　高橋　☎090-1125-2461

↑QRコード

制度融資のご案内制度融資のご案内
町では、中小企業者の経営安定化を図るため、町独自で次の融資を行っています。

制度名 融　　　資　　　対　　　象
融　　　資　　　条　　　件

資金使途 限　度　額 利　率 償　還　期　間

中
小
企
業
振
興
資
金

一
般
貸
付

融資対象者
①　個人の場合は町内に住所及び事業所を有し、法人の場合は主たる営業基
盤をおく事業所とする。

②　同一事業を６ケ月以上営み、常時使用する従業員が常時20名以内である
こと。

③　個人にあっては町税を申込者及び同一世帯の者が、法人にあっては市町
村税を代表者及び同一世帯の者が完納されているもの。

運転資金
設備資金 400万円以内 年 2.9％

（内 1.9％利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き６ケ月以内）

開
業
貸
付

融資対象者
適切な事業計画のもとに独立して開業しようとするもので融資金の返済能力
を有するもの。

運転資金
設備資金 200万円以内 年 2.9％

（内 1.9％利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き６ケ月以内）

中
小
企
業
不
況
対
策

特
別
資
金

融資対象者
①　町内に在住し、町内に１年以上事業所又は店舗を有する中小企業者とす
る。

②　申込み時点における最近３ケ月間の月平均売上高（建設業にあっては完
成工事高）が前年又は２年前の同期の月平均売上高（建設業にあっては完
成工事高）に比して減少し、経営に支障を来しているもの。

③　町税を完納しているもの。

運転資金 1,000万円以内 年 2.8％
（内 1.8％利子補給）

運転６年以内
（内据え置き１年以内）

聖
籠
町
無
担
保
無
保

証
人
融
資
貸
付

融資対象者
①　１年以上継続して同一事業を営んでいるもので、常時使用する従業員が
20名（商業又はサービス業は５名）以下の法人及び個人

②　町民税の所得割（法人である場合は法人税割）を過去１年間において完
納しているもの。

③　中小企業信用保険法施行令で定める保険対象業務を営む者。なお、許認
可を要する業種は、その許認可のあるもの。

運転資金
設備資金 200万円以内 年 2.8％

（内 1.8％利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内
（内据え置き６ケ月以内）

役場産業観光課　地域振興係　（内線１２６）



25　H22.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

下越障害福祉事務組合
平成２３年４月採用職員募集

職　　種 看護師 採用人数 １名

応募受付 １１月１５日㈪～１２月６日㈪
直接または郵送で受付

受験資格

昭和４０年４月２日以降に生まれた者
で、学校教育法の規定に基づく高等学校
を卒業し、看護師の資格を有する者
※平成２３年３月３１日までに卒業見込
または資格取得見込の者を含む

試　　験

教養試験、作
文、看護師適
性検査

平成２３年１月３０日㈰
午前１０時～

面接試験 平成２３年２月８日㈫
午後１時３０分～

応募用紙
下越障害福祉事務組合事務局総務課で配
布するほか、新発田地域広域事務組合の
ホームページからダウンロードできます。

・ 下越障害福祉事務組合事務局総務課
新発田市中央町５丁目４－７　☎２６－１５０１

平成22年度
自衛官等募集のお知らせ
　防衛省では、平成２３年４月に入（校）隊する
陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集しています。

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

陸上自衛隊高
等工科学校生
徒（推薦） 中学校卒業

（見込含）
17歳未満の
男子

平成22年11
月1日㈪～平
成23年1月6
日㈭

平成23年1月
15日㈯～1月
17日㈪まで
の間の指定
する1日

陸上自衛隊高
等工科学校生
徒

平成22年11
月1日㈪～平
成23年1月7
日㈮

平成23年1月
22日㈯

自衛隊新潟地方協力本部
　新発田地域事務所　☎２６－５６１９

「にいがたのおかず」子どもたちの学習へご活用ください。「にいがたのおかず」子どもたちの学習へご活用ください。
　「にいがたのおかず」（出版：開港社）は郷土の食
材とふだんのおかず、そしてその調理法を豊富な写真
とイラストで紹介している本です。
　母から子へ伝えたい「おごっつぉぅ」が新潟には
たくさんあるということで県内食生活改善推進委員
(健康づくりのボランティア)の協力で作られたもので
す。聖籠町の郷土料理も載ってい
ます。書店や一部のコンビニエン
スストアでも販売されており、県

内でベストセラーとなりました。お手にとった方もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。
　子どもたちにみてもらいたいと、聖籠中学校はじめ、３小学校へ寄贈
させていただきました。

聖籠町食生活改善推進委員聖籠町食生活改善推進委員
会長　澤田　マサ子さん会長　澤田　マサ子さん

聖籠中学校聖籠中学校
高口校長高口校長

裁判員制度について ～まもなく平成23年度名簿記載通知を発送します～

　平成２３年の裁判員候補者名簿に登録された
方に、「名簿記載通知」を１１月中旬に郵送し
ます。この通知は、来年２月～平成２４年２月
ごろまでの間に裁判員に選ばれる可能性がある
ことを事前にお伝えするためのものです。この
段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補者に
選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判
所にお越しいただく必要はありません。

裁判員候補者名簿はどうやって作るの？
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人
名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に、全国の地方裁判
所で作成されます。
　裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想される裁判員
裁判対象事件の数などによって毎年変動しますが、平成２３
年分の名簿に登録される人数は、全国で約３１万６千人（有
権者の約３３０人に１人）です。
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戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、
平
成
22
年
10
月
25
日
㈪
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年

６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す

る
ご
存
命
の
方

■
請
求
受
付
期
間　

平
成
22
年
10

月
25
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日

※
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
当
基
金

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金　

事
業
部
特
別
給
付

金
担
当

☎
０
５
７
０

－

０
５
９

－

２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３

－

５
８
６
０

－

２
７
４
８
）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

「
金
融
庁
職
員
」
「
警
察

「
金
融
庁
職
員
」
「
警
察

官
」
「
財
務
局
職
員
」
等
を

官
」
「
財
務
局
職
員
」
等
を

装
っ
た
詐
欺
行
為
に
注
意

装
っ
た
詐
欺
行
為
に
注
意

　

金
融
庁
職
員
や
警
察
官
を
名
乗

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま

し
取
る
詐
欺
事
件
が
全
国
的
に
発

生
し
て
お
り
、
県
内
の
金
融
機
関

の
取
引
先
で
も
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
財
務
局
職
員
を

装
い
、
未
公
開
株
を
勧
誘
す
る
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

金
融
庁
の
職
員
や
警
察
官
が
、

預
金
者
に
口
座
情
報
を
聞
い
た

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
っ
て
そ
の
暗
証
番
号
を
聞
い
た

り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
財
務
局
の
職
員
が
、
未

公
開
株
に
限
ら
ず
、
金
融
商
品
の

勧
誘
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　

金
融
庁
等
の
職
員
や
、
警
察
官

を
名
乗
る
者
に
限
ら
ず
、
電
話
も

し
く
は
訪
問
に
よ
り
、
預
貯
金
の

口
座
情
報
を
聞
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
る
、
そ
の
暗
証
番

号
を
照
会
す
る
等
の
話
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
話
に
乗
ら
ず
、

一
刻
も
早
く
最
寄
り
の
警
察
署
、

新
潟
財
務
事
務
所
、
お
取
引
先
の

金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査

に
ご
協
力
を

に
ご
協
力
を

　

全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経

年
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
国
土

交
通
省
で
は
聖
籠
町
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
１
０
０
市
67
町
村
と
協

力
し
て
、
人
の
動
き
に
関
す
る
交

通
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
町

内
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
ご
家

庭
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
主
体
：
国
土
交
通
省
北
陸
地

方
整
備
局
道
路
部
道
路
計
画
課

調
査
実
施
本
部

☎
０
１
２
０

－

３
３
３

－

９
２
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

  

最
低
賃
金
！

最
低
賃
金
！

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
21

日
か
ら
12
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
６

８
１
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

賃
金
が
時
間
額
以
外
の
日
額
、

月
額
、
そ
の
他
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
日
額
等
を
時
間

額
に
換
算
し
て
比
較
し
ま
す
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
で

事
業
を
営
む
全
て
の
使
用
者
お
よ

び
そ
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
低
賃
金
額
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部　

賃

　

金
室

☎
０
２
５

－

２
３
４

－

５
９
２
４

　

ま
た
は
も
よ
り
の
労
働
基
準
監

　

督
署

行
政
書
士
に

行
政
書
士
に

  

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
書
士
は
、
行
政
書
士
法
に

定
め
ら
れ
た
官
公
署
な
ど
へ
の
手

続
き
や
権
利
義
務
、
事
実
証
明
関

係
書
類
な
ど
に
関
す
る
法
律
と
実

務
の
専
門
家
で
す
。
国
民
と
行
政

の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
職
責
を
果

た
す
べ
く
、
「
頼
れ
る
街
の
法
律

家
」
と
し
て
、
実
生
活
の
利
便
に

資
す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
申
請
、
届
出
、
身

の
回
り
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
近
く
の
行
政
書
士
事

務
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
相
談
例
】

○
金
銭
や
土
地
の
貸
し
借
り
、

○
土
地
・
建
物
に
関
す
る
申

請
、
○
遺
言
・
相
続
の
手
続

き
、
○
交
通
事
故
の
調
査
・
書

類
作
成
、
○
各
種
営
業
許
可
申

請
、
そ
の
他

新
潟
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
５

－

２
５
５

－

５
２
２
５

http

：//www.niigata-gyousei.or.jp

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
困

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
困

り
ご
と
無
料
法
律
相
談
会

り
ご
と
無
料
法
律
相
談
会

　

新
潟
県
弁
護
士
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
ご
本
人

や
、
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
ご
本
人

に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
財
産
管
理
、
成
年
後

見
、
遺
言
・
相
続
、
悪
質
商
法
な

ど
法
律
相
談
の
内
容
は
問
い
ま
せ

ん
。12

月
４
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

☎
０
５
７
０

－

０
４
５

－

５
３
３

■
面
接
相
談（
電
話
予
約
が
必
要
）

新
潟
県
弁
護
士
会
館

新
潟
市
中
央
区
学
校
町
通
１
番

町
１
（
新
潟
地
方
裁
判
所
構

内
）

予
約
受
付
電
話
番
号

☎
０
２
５

－

２
２
２

－

５
５
３
３

東
新
潟
火
力
発
電
所
は
ま

東
新
潟
火
力
発
電
所
は
ま

な
す
館
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

な
す
館
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

〜
ス
リ
ミ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
〜
自

宅
で
出
来
る
簡
単
マ
ッ
サ
ー
ジ
♪

　

む
く
み
や
セ
ル
ラ
イ
ト
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

体
内
に
蓄
積
し
た
毒
素
の
排
出

を
促
す
効
果
の
あ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
い
、
む
く
み
や
セ
ル
ラ
イ
ト

等
を
解
消
し
ま
す
。　
　
　
　

■
講
師

　

㈱
ト
プ
カ
ピ　

庭
山
仁
美
氏

12
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

　

築
25
年
以
上
を
経
過
し
た
集
合

住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

等
）
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
で

は
、
「
地
デ
ジ
電
波
」
を
見
ら
れ

な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ご

確
認
の
う
え
、
国
の
改
修
工
事
助

成
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
は
12
月
28
日
㈫
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
予
算
の
上
限
に

達
し
た
場
合
、
期
限
内
で
も
申
請

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

デ
ジ
サ
ポ
新
潟

☎
０
２
５

－

２
８
５

－

６
２
２
６

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で

　

〜
午
後
３
時
30
分

東
北
電
力
㈱
東
新
潟
火
力
発
電

所
は
ま
な
す
館
（
映
写
ホ
ー

ル
）

■
参
加
費
無
料

女
性
（
大
人
の
み
）

■
募
集
人
数　

20
名

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。
結
果
は
、
当
選
者
の

み
１
週
間
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
①
教
室
名
「
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
」
②
郵
便
番
号
・

住
所
③
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
年

齢
④
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
11
月
22
日
㈪
必
着
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
※
ご
記
入
い

た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
適
正

か
つ
厳
重
に
保
護
・
保
管
し
、

は
ま
な
す
館
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
に
係
わ
る
諸
連
絡
及
び
実
施

に
関
す
る
範
囲
内
で
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・

〒
９
５
７―

０
１
０
１

聖
籠
町
東
港
１
丁
目
１

－
１
５

５
東
北
電
力
㈱
東
新
潟
火
力
発

電
所　

は
ま
な
す
館

☎
０
２
５―

２
５
６―

２
１
２
４

共
同
住
宅
共
聴
施
設
デ
ジ

共
同
住
宅
共
聴
施
設
デ
ジ

タ
ル
化
改
修
工
事
に
つ
い

タ
ル
化
改
修
工
事
に
つ
い

て
の
助
成
金
制
度

て
の
助
成
金
制
度

新発田労働基準監督署からのお知らせ
10月1日から新発田労働基準監督署内の課名を変更しました。
なお、担当業務・受付窓口等は今までどおりです。

第１課 監督課 （監督及び庶務業務担当）

第２課 安全衛生課 （安全衛生業務担当）

第３課 労災課 （労災業務担当）

（９月30日まで） （10月１日以降）

住
み
慣
れ
た
地
域
へ
の
感
謝

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

 

奉
仕
活
動

　

特
別
な
技
術
や
資
格
が
な

く
て
も
遠
慮
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

■
会
員
に
な
れ
る
方　

お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
。

■
説
明
会
お
よ
び
入
会
申
し

込
み　

第
２
、
第
４
水
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
聖
籠
事
務

所
で
開
催
。
（
祝
祭
日
と
重

な
っ
た
場
合
は
翌
日
）

新
発
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
聖
籠
事
務
所

☎
２
７

－

１
６
４
４

　

㈳
新
発
田
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
聖

籠
事
務
所
で
は
10
月
12
日

（
火
）
を
奉
仕
作
業
日
と

し
て
、
日
頃
か
ら
親
し
ん

で
い
る
各
学
校
区
の
多

目
的
屋
内
運
動
場
と
セ

ン
タ
ー
の
事
務
所
が
あ
る

結
い
ハ
ー
ト
の
周
辺
を
、

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
清

掃
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
作

業
は
て
き
ぱ
き
と
進
み
、

昼
ま
で
に
は
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
皆
、
多
目
的
運
動

場
と
結
い
ハ
ー
ト
を
利
用

す
る
人
が
気
持
ち
よ
く
使

え
る
よ
う
に
と
懸
命
に
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
町

民
の
皆
さ
ん
も
、
目
立
た

な
い
と
こ
ろ
で
清
掃
等
に

励
ん
で
い
る
人
々
が
い
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明

シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明

会
に
お
い
で
く
だ
さ
い

会
に
お
い
で
く
だ
さ
い

山倉多目的運動場での作業

作業も一段落して休憩中（亀代多目的運動場）
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アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

新
戦
力
!!

　

一
時
は
12
戦
負
け
な
し
で
、

5
位
に
ま
で
順
位
を
上
げ
て
い

た
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
で
す

が
、
9
月
を
未
勝
利
で
終
え
、

な
か
な
か
勝
ち
点
を
重
ね
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
け
が
や
代

表
召
集
な
ど
の
影
響
で
毎
試
合

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
や
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
入
れ
替
わ
る
中
、
内
容
は

悪
く
な
い
も
の
の
、
踏
ん
張
り

き
れ
な
い
と
い
う
試
合
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
こ
れ
ま
で
な
か

な
か
出
場
の
機
会
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
選
手
が
光
を
放
ち
ま

す
。
背
番
号
19
、
明
堂
和
也

選
手
で
す
。
試
合
は
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
セ
レ
ッ
ソ
大

阪
戦
で
は
途
中
出
場
な
が
ら
持

ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
動
き

出
し
で
攻
撃
を
活
性
化
。
そ
の

明
堂
選
手
が
大
島
選
手
の
同
点

ゴ
ー
ル
を
ア
シ
ス
ト
！　

試
合

終
了
後
の
公
式
記
録
を
見
る
ま

で
は
明
堂
選
手
も
自
分
の
ゴ
ー

ル
だ
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
、

「
喜
び
損
で
し
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
最
近
、
出
場
機
会
の

増
え
て
き
た
明
堂
選
手
で
す

が
、
昨
年
の
加
入
以
後
は
メ
ン

バ
ー
外
と
な
る
こ
と
も
少
な
く

な
く
、
道
の
り
は
決
し
て
順
風

満
帆
と
は
言
え
な
い
も
の
で
し

23
、
田
中
亜
土
夢
選
手
は
、
こ

れ
が
今
シ
ー
ズ
ン
公
式
戦
初

ゴ
ー
ル
。
前
半
24
分
、
タ
イ
ミ

ン
グ
の
良
い
動
き
出
し
で
、
内

田
選
手
の
ク
ロ
ス
に
頭
で
合
わ

せ
て
先
制
点
。
前
半
ロ
ス
タ
イ

ム
に
生
ま
れ
た
2
点
目
は
、
右

サ
イ
ド
か
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ダ
ー

の
ク
ロ
ス
が
相
手
選
手
に
当
た

り
ゴ
ー
ル
前
に
い
た
田
中
選
手

の
足
下
へ
。
フ
リ
ー
で
待
っ
て

い
た
田
中
選
手
は
こ
れ
を
難
な

く
決
め
て
2
得
点
目
。

　

チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
シ
ュ
ー

ト
チ
ャ
ン
ス
を
多
く
作
り
ま
し

た
が
、
決
め
切
る
こ
と
が
で
き

ず
、
逆
に
後
半
の
立
ち
上
が
り

に
失
点
。
最
も
与
え
た
く
な
い

時
間
で
の
失
点
で
し
た
が
、
そ

こ
か
ら
は
集
中
し
た
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
で
危
な
げ
な
く
試
合
を
進

め
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル

ビ
ア
を
退
け
ま
し
た
。
番
狂
わ

せ
の
多
い
天
皇
杯
と
い
う
こ
と

だ
け
あ
り
、
ひ
と
つ
間
違
え
ば

た
。
そ
れ
で
も
日
々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
懸
命
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
見
事
に
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
み
つ
つ
あ
り
ま
す
！　

迫
力

あ
る
突
破
と
左
右
の
足
か
ら
繰

り
出
さ
れ
る
強
烈
な
シ
ュ
ー
ト

は
一
見
の
価
値
あ
り
。
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
の

プ
レ
ー
経
験
も
あ
る
明
堂
選
手

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
！

天
皇
杯
3
回
戦
突
破
!!

　

10
月
9
日
（
土
）
東
北
電
力

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
行
わ
れ
た
天

皇
杯
3
回
戦
、
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル

ビ
ア
戦
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
異
な

る
チ
ー
ム
と
の
対
戦
と
な
り
、

難
し
い
試
合
が
予
想
さ
れ
ま
し

た
が
、
2

－

1
で
き
っ
ち
り

と
4
回
戦
へ
と
駒
を
進
め
ま
し

た
。

　

こ
の
日
2
ゴ
ー
ル
と
チ
ー

ム
を
勝
利
へ
と
導
い
た
背
番
号

結
果
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
緊
張
感
の
伝
わ
っ

て
く
る
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。

　

4
回
戦
は
11
月
17
日
（
水
）

に
J1
首
位
の
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ

ス
と
の
対
戦
。
こ
こ
か
ら
は
J1

リ
ー
グ
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
、

緊
張
感
の
高
ま
る
ゲ
ー
ム
が

続
い
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、少
し
で
も
上
位
を
目
指
し
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て

い
き
ま
す
！

※
11
月
の
試
合
予
定

〈
J
１
リ
ー
グ
〉

第
29
節 　

11
月
6
日
（
土
）

　

vs
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田　

　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

ヤ
マ
ハ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
30
節　

11
月
14
日
（
日
）　

　

vs
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

　

午
後
７
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

第
31
節　

11
月
20
日
（
土
）

　

vs
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

　

午
後
５
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

広
島
ビ
ッ
グ
ア
ー
チ

第
32
節　

11
月
23
日
（
火
・
祝
）

　

vs
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

　

午
後
５
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

第
33
節　

11
月
27
日
（
土
）

　

vs
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

　

午
後
５
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

　

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮

〈
天
皇
杯
〉

4
回
戦 　

11
月
17
日
（
水
）

　

vs
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

　

キ
ッ
ク
オ
フ
時
間
・
会
場
未
定

J
A
P
A
N

J
A
P
A
N
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

第第
66
回
親
子
ふ
れ
あ
い

回
親
子
ふ
れ
あ
い

  

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

JAPANサッカーカレッジ
北信越リーグモバイルサイト

はこちらから!!

お申込み・お問合せ先お申込み・お問合せ先

　

11
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
よ

り
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
、
今
年
で
６
回
目
と
な
る

「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
対

象
は
、
新
潟
県
内
に
住
む
幼
稚
園

か
ら
小
学
校
高
学
年
ま
で
の
親
子

で
、
参
加
料
金
は
無
料
で
す
。
今

年
も
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ

と
し
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
申
込

要
）
や
宝
探
し
（
申
込
要
）
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

模
擬
店
も
出
店
し
、
焼
き
そ
ば

や
お
に
ぎ
り
、
唐
揚
げ
、
ポ
テ
ト

な
ど
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
初
心
者
の
方
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
11
月
４

日
（
木
）
《
消
印
有
効
》
ま
で

に
、
郵
便
番
号･

住
所･

参
加
者
の

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
ま
た
は
宝

探
し
の
う
ち
希
望
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
記
入
の
上
、
は
が
き
・
封

書
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
「
親
子

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
」
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日にち：１１月７日（日）
時　間：午前１０時～午後４時
　　　　（午前９時半受付開始）
場　所：JAPANサッカーカレッジグラウンド
対　象：新潟県内に住む小学生以下の親子
料　金：無料

■
日
時　

12
月
４
日
㈯

　

試
合
開
始
午
後
３
時
30
分

■
会
場　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム 

（
チ
ケ
ッ
ト

は
Ｓ
ス
タ
ン
ド
２
層
目
自
由
席

で
す
。
※
状
況
に
よ
り
他
の
座

席
を
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

■
応
募
条
件　

聖
籠
町
在
住
者

■
募
集
人
数　

２
０
０
名

■
応
募
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
裏
面
に
①
12
月
４
日
湘
南

②
住
所
③
氏
名
・
年
齢
④
電
話

番
号
⑤
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数

（
３
枚
ま
で
）
⑥
後
援
会
資
料

請
求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記

載
し
、
返
信
用
表
面
に
返
信
先

（
ご
自
分
）
の
住
所
・
氏
名
を

ご
記
入
の
上
、
あ
て
先
に
送
付

し
て
下
さ
い
。
※
往
復
ハ
ガ
キ

は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
応

募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
有
効
で
す
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
応
募
期
限　

11
月
19
日
㈮
必
着

■
受
け
渡
し　

ご
招
待
の
可
否
を

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
11
月
26
日
㈮
頃
の
予

定
）。
ま
た
、
お
電
話
で
の
可

否
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
お

答
え
い
た
し
か
ね
ま
す
。
ご

観
戦
い
た
だ
く
方
は
、
返
信
ハ

ガ
キ
を
ご
持
参
の
上
、
東
北
電

力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

の
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置
の

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
テ
ン
ト
」
に
て
チ
ケ
ッ
ト
と

お
引
換
え
後
に
ご
入
場
、
ご
観

戦
と
な
り
ま
す
。

■
あ
て
先　

　

〒
９
５
０

－

０
９
５
４

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２

－

１

－

１
０　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
後
援
会「
試
合
観
戦
ご
招
待
」

係
■
問
い
合
せ　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会　

國
井
（
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１
）

ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
『
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟
携
帯
サ
イ
ト
』
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

コ
チ
ラ
か
ら
↓

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

 

試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１　

第
34
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対 

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ



広報聖籠 H22.11　30日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

第５回第５回
しばたパフォーミングキッズしばたパフォーミングキッズ
 ダンス公演 ダンス公演

秋の火災予防運動が実施されます。
実施期間　11月９日㈫～15日㈪

『「消したかな」
あなたを守る

 合言葉』
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

　―３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため、
防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

住宅用火災警報器を設置期限の平成２３年５月末ま
でに設置しましょう。

新発田地域広域事務組合消防本部予防課
　☎２２―８０９６（直通）　　　　　　　　　　

　結成５年目、たくさん練習を重ねてきた「しばた
パフォーミングキッズ」が、元気いっぱい多彩な内
容でダンスを披露します。８月に行われた「アメリ
カンダンスドリルチームジャパン２０１０」仙台大
会でカテゴリー優勝を果たしたダンスも披露いたし
ます。
１２月１１日（土曜日）午後６時開演（５時３０
分開場）　
新発田市民文化会館
■入場料　１，０００円　※チケットは１１月１１
日（木）からとらい夢事務局（サン・ビレッジし
ばた内）、喫茶紫音（新発田市民文化会館内）で
販売します。
■その他　ビデオ・カメラでの撮影は禁止です。
ＮＰＯ法人新発田市総合型地域スポーツクラブ
「とらい夢」事務局 ☎２８－７５１０
　月～金曜日の午前９時～午後５時

第５回第５回
しばたパフォーミングキッズしばたパフォーミングキッズ
 ダンス公演 ダンス公演

チャリティ町民芸能祭
　12月19日（日）
　　午後0時30分～午後4時30分（正午開場）
　聖籠町文化会館　大ホール
　第１部　聖籠町の伝統芸能・地域のこどもたちの演目披露
　　　○せいろう少年少女合唱団　　○聖籠中学校吹奏楽部
　　　○聖籠太鼓　響　　○聖籠町無形文化財指定　蓮潟神楽舞
　　 第２部　聖籠町の文化団体の演目披露
　　　○歌謡カラオケ　　○歌謡・踊り
　　 第３部　招待団体等の演目披露
　　　○キングレコード専属　金子清子ショー
　　　○ミノルフォンレコード専属　池田一男ショー
■　入場料　全席自由席　前売り券1,000円、当日券1,200円
　※入場料収入の一部を聖籠町社会福祉協議会にチャリティとして　
　　贈呈します。
聖籠町商工会　☎２７－２０７８

聖籠町商工会設立5０周年記念事業 ≪第２部≫
◎主催　聖籠町商工会　
◎後援　聖籠町 聖籠町教育委員会 聖籠町観光協会



31　H22.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

  
田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

　

10
月
９
日
（
金
）
、
今
年
の
夏

の
甲
子
園
大
会
を
大
い
に
沸
か
せ

た
明
訓
高
校
野
球
部
主
将
、
田
村

昌
大
選
手
（
次
第
浜
）
が
高
校
生

と
し
て
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
千

葉
国
体
の
出
場
を
終
え
、
そ
の
報

告
と
し
て
役
場
に
表
敬
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。

　

千
葉
国
体
で
は
初
日
に
試
合
を

行
っ
た
も
の
の
悪
天
候
続
き
で
そ

の
後
の
試
合
が
中
止
と
い
う
結
果

と
な
り
、
自
然
と
話
の
中
心
は
甲

子
園
大
会
に
。
大
会
を
振
り
返
っ

て
一
番
辛
か
っ
た
こ
と
は
と
い
う

質
問
に
は
「
や
は
り
準
決
勝
で
敗

れ
た
こ
と
が
一
番
悔
し
か
っ
た
で

す
。
自
分
は
負
け
る
気
が
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
全
体
と
し

て
指
示
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
り
、
練
習
の
時
か
ら

き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
「
甲
子
園
で
活
躍

す
る
姿
が
町
内
の
野
球
少
年
に
、

大
変
張
り
合
い
を
与
え
た
と
思
い

ま
す
。
残
さ
れ
た
高
校
生
活
も
気

を
抜
か
ず
、
品
格
を
持
っ
て
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
噛

み
し
め
る
よ
う
に
聞
い
て
い
た
田

村
選
手
。
熱
い
声
援
を
送
っ
た
町

民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る

と
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
８
進
出

を
果
た
し
、
基
本
か
ら
や
り
ぬ
け

ば
、
ゼ
ロ
か
ら
始
め
て
も
大
き
な

こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
る
の
で
、
あ
き
ら

め
ず
や
り
と
げ
る
と
い
う
気
持
ち

を
感
じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し

た
。

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

  
田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

明
訓
高
校
野
球
部
主
将

  
田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

田
村
昌
大
選
手　

表
敬
訪
問

　

草
む
ら
に
忘
れ
ら
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
？

　

中
の
橋
付
近
の
新
発
田
川
の
土
手
に
突

然
、
白
い
大
き
な
キ
ノ
コ
が
生
え
ま
し

た
。
近
所
の
酒
屋
さ
ん
い
わ
く
、
こ
こ
数

日
の
間
に
現
れ
た
と
の
こ
と
。
新
潟
県
森

林
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
６

〜
９
月
ご
ろ

に
発
生
す
る

「
オ
ニ
フ
ス

ベ
」
と
い
う

キ
ノ
コ
で
、

通
常
20
〜
30

㎝
く
ら
い
の

球
形
に
な
り
、
大
き
い
も
の
は
40
㎝
を
超

え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
猛

暑
の
あ
と
気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
り
、
発
生

に
適
し
た
気
候
だ
っ
た
た
め
各
地
で
発
生

し
て
お
り
、
研
究
所
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報

は
こ
れ
で
４
件
目
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

オ
ニ
フ
ス
ベ
は
、
美
味
と
ま
で
は
い
か

な
い
も
の
の
、
若
い
う
ち
に
採
取
し
、
さ

い
の
目
切
り
に
し
て
５
分
ほ
ど
ゆ
で
て
か

ら
調
理
す
る
と
、
豆
腐
の
よ
う
な
食
感
が

味
わ
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら

広
報
発
行
時
に
は
時
季
が
終
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
は
再
び
同
じ
場
所

で
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

９月２２日（水）

暑い夏の置き土産
巨大キノコ出現

元
気
に
育
っ
て

元
気
に
育
っ
て

  

野
生
に
戻
り
ま
す

野
生
に
戻
り
ま
す

　

９
月
22
日
（
水
）
、
桃
山
の

五
十
嵐 

光
さ
ん
宅
で
は
、
子
ス

ズ
メ
「
チ
ュ
ン
コ
」
が
野
生
に
戻

る
支
度
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ン
コ
は
雛
の
時
に
庭
先
に

落
ち
て
い
た
と
こ
ろ
を
五
十
嵐
さ

ん
に
保
護
さ
れ
ま
し
た
。
餌
を
や

り
、
体
を
温
め
て
世
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
順
調
に
育
ち
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
五
十
嵐
さ
ん
家
族
に

な
つ
き
、
か
わ
い
ら
し
い
仕
草
を

見
せ
ま
す
が
、
「
や
は
り
野
鳥
で

す
か
ら
、
自
然
に
戻
す
の
が
一

番
」
と
五
十
嵐
さ
ん
。
広
報
が
お

邪
魔
し
た
翌
日
に
放
鳥
す
る
と
の

こ
と
で
、
今
頃
は
秋
空
を
元
気
に

飛
び
回
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

五十嵐五十嵐心心
ここ

次次
じじ

朗朗
ろうろう

ちゃん（１）とちゃん（１）と
一緒に遊ぶチュンコ一緒に遊ぶチュンコ
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投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛
筆
（
2
B
以
上
）か
ペ
ン
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望

の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

1
か
月
に
一
人
1
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

みんなのひろば

M4Rさん 15歳 ココナップさん 13歳

食
しょく

は味
ミ ラ ク ル

楽来
～楽しく食べて健康な
　　体と心を育てましょう～五十嵐栄養教諭

№28№28

元気に育ってね！
　この写真は保健
福祉センターで行
われている乳児健
診会場で４か月健
診対象乳児を撮影
しています。

町の宝で～す
９月の乳児健診から

渡邉　彪
ひゅうが

我 ちゃん 渡邉　　蘭
らん

 ちゃん

高野　芽
め

衣
い

 ちゃん 亀井　海
う

良
ら

 ちゃん

吉備津歩
あゆ

叶
と

 ちゃん

鈴木　琉
る

加
か

 ちゃん 髙松　愛
あい

莉
り

 ちゃん

ダッフィーさん 10歳

安藤　佐
さ

和
わ

 ちゃん 長谷川　絢
しゅん

 ちゃん

カルビさん 12歳 バンブルリーさん 8歳Ｋさん 12歳

宮下　　桜
さくら

 ちゃん 長谷川莉
り

愛
な

 ちゃん

水戸部咲
さ

笑
え

 ちゃん 和島　光
ひろ

希
き

 ちゃん

聖籠中ＰＴＡ教養部 調理講習会の実施 10月2日㈯
　今回は、『簡単スピード朝食メ
ニューを作ろう』ということで、
聖籠の野菜で作るセイローネスー
プや聖籠産の米粉と残りご飯を
使ったちぢみなど、１０品ほど作
りました。その中でも教養部の皆
さんの要望から炊飯器料理にチャ
レンジしてみました。その中でお
すすめしたいものが、温泉卵で
す。炊飯器の保温で約１時間半で
勝手に出来上がります。卵を１個
ずつラップに包みごはんの脇に入
れておくだけです。豚肉の角煮も
……。本当に簡単に出来上がり、
びっくりしながらもおいしくて、
楽しいクッキングでした。時間の
ない朝ですがいろいろ工夫しなが
ら子どもたちのために元気の出る
朝食作りをしていきたいものです
ね。
―レシピはセンターにあります。―

豚バラ肉 500ｇ
　　　　（４㎝幅の角切り）
ゆで卵 ５コ
水 ３カップ
生姜 １かけ（皮付きスライス）
長ねぎ 半本（半分にカット）
しょうゆ 1/2カップ
砂糖 1/2カップ　　　
酒 1/4カップ

―作り方―
・全部炊飯器に入れ炊飯で約60分

豚肉の角煮と煮卵豚肉の角煮と煮卵（5人分）（5人分）

楽しい試食タイム！
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みんなのひろば

聖
籠
町
の
秋
を
満
喫

〜
国
際
交
流
事
業
〜

　

10
月
９
日
（
土
）
二
本
松

の
高
橋
巨
峰
園
に
お
い
て
、

中
国
黒
龍
江
省
か
ら
新
潟
大

学
等
に
留
学
し
て
い
る
県
費

留
学
生
と
、
敬
和
学
園
大
学

で
学
ん
で
い
る
中
国
か
ら
の

留
学
生
の
皆
さ
ん
を
招
待
し

て
「
ぶ
ど
う
狩
り
交
歓
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
事
業

は
秋
の
恒
例
行
事
と
し
て
毎

年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

留
学
生
の
み
な
さ
ん
は
初

め
て
の
ぶ
ど
う
狩
り
で
、
甘

さ
た
っ
ぷ
り
の
聖
籠
産
ぶ
ど

う
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
天
気
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
観

光
ぶ
ど
う
園
関
係
者
、
町
議

会
議
員
な
ど
総
勢
57
名
が
参

加
。
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
日

本
語
が
達
者
で
、
日
常
会
話

に
ほ
と
ん
ど
困
ら
な
い
人
が

多
く
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
近
況
報
告

な
ど
で
歓
談
し
、
ま
た
ゲ
ス

ト
出
演
の
二
本
松
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
の
演
奏
も
楽
し
み
、
秋

の
ひ
と
と
き
を
な
ご
や
か
に

過
ご
し
ま
し
た
。

秋の味覚を満喫しました秋の味覚を満喫しました

町長を囲んで町長を囲んで

　10月17日（日）、町文化会館で海上自衛隊横須賀音楽隊による「聖籠町ふれ
あいコンサート」が町主催、町自衛隊協力会及び町自衛隊父兄会共催により行わ
れ、約500名の皆さんにご来場いただきました。
　自衛隊音楽隊による演奏会も４回目となり、楽しみにしている方も多く、開場
１時間前から列を作る人もいるほどでした。２部に分かれたプログラムは曲ごと
に楽しい演出が施され、おなじみ「ドレミの唄」では女性隊員のリードにより、
場内に合唱の輪が広がりました。

海上自衛隊横須賀音楽隊演奏会海上自衛隊横須賀音楽隊演奏会

海上自衛隊横須賀音楽隊プロフィール海上自衛隊横須賀音楽隊プロフィール
　海上自衛隊横須賀音楽隊は、1954年１月６日に発足し、74年４月11日、
横須賀地方総監の直轄部隊として正式に編成が認められました。
　主な任務は「儀式、式典における演奏」、「隊員の士気高揚及び部内外
に対する広報演奏」で、自衛隊と国民の懸け橋となり、皆様に愛される
「スマートでさわやかな音楽隊」をモットーに、演奏活動を行っています。
　北は岩手県から西は三重県まで、１都17県の広い範囲を担当する他、
海上自衛隊が毎年実施している遠洋練習航海にも隊員を派遣しており現在
までに67カ国127寄港地を訪問しています。
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